
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

燕市家庭教育支援チーム 

 （呼称：サークルきらら） 

 

②活動拠点 燕市中央公民館、吉田公民館、分水公民館等 

③活動範囲 燕市内全域 

④組織体制 

 

  11 人 

サークルきららメンバー11 人 

燕市社会教育委員 2 人、燕市食生活改善推進委員 4 人、 

子育て支援センター職員 1 人、保育士 1 人、 

管理栄養士 1 人 

東京家庭教育研究所講師養成講座修了者 3 人  ※重複あり 

 

⑤活動開始年度 平成 28 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

神保 一江 

（TEL）090-6169-3165  （E-mail）cicada_mom@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

 

「らんらんランチ会  

＝食育活動から展開する家庭教育講座＝」 

         共催：燕市教育委員会 

 

市内公民館を会場に、親子で簡単な調理を行い、 

その後会食しながら新潟県の発行する“家庭教育支援ガイドブック”をテキ

ストに使用して家庭教育講座を行う。通常は、乳幼児とその保護者対象。夏

休みには、小学生も参加できる。また、保護者のみの参加も受け付ける。 

 

 

「家庭教育学習会」 

 サークルきららのメンバーが集まり、家庭教育について学ぶ場を設けてい

る。メンバー以外の参加も受け付けており、子育てや家庭の悩み事につい

て相談する場にもなっている。月 1 回程度開催。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・らんらんランチ会は、今までの活動の中で約 400 名の親子が参加。 

参加者からは「同じ子どもを持つ人と話をしながら作ったり、食べたりできて

楽しかった。」という声をいただくなど、満足度の高い活動ができた。 

・調理や会食をしながら、お互いの子育てや家庭のことについて話し合うこ

とができ、また新潟県の発行する家庭教育支援ガイドブックを活用して家庭

教育について学ぶこともできた。 

・燕市社会教育委員が活動の支援に入ることにより、地域の大人と、子育て

中の親子を繋ぐことができた。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


